
  

高度経済成長期頃までは「夫が外で働き妻（専業主婦）が家庭で家事や子育て

に専念する」といった考えが一般的であり、結婚・出産を機に仕事を辞める女

性が沢山いました。しかしながら、バブルが弾け、1992年以降共働き世帯が

専業主婦世帯の数を超えたにもかかわらず、国の法整備や社会全般における男

女共同参画への理解が不十分でした。その後、リーマンショックに伴う経済危

機で日本の生活の安定が脅かされ、再生させるために女性の社会参画の必要性

が注視されました。                          

 現在、やりがいのある働き方を実現させるためには、職場環境の整備が重要

とされています。また、安倍総理による経済政策であるアベノミクスの中にも、

女性の活躍が必要不可欠とされています。そのため、国の政策の一つには、「子

どもを預けられるなら働きたい！」というお母さんの要望に対して、安心して

子どもを預けられる場所の確保が必要とされ、保育所などの環境整備があげら

れています。 

安城市では、待機児童※１ゼロが達成されており、                 

子育て支援の制度が充実しています。                   

がんばろうね！お母さん♡お父さん♡ 

 

 

 

 

 

 

 

使わなくなったベビー毛布やバスタオル、新聞紙を使います。大きなお鍋で下調理して、

そのままくるんでおくと余熱の力で味がしみ込みます。代表的な料理はおでん、カレー、

シチューですが、ちょっとおしゃれなポトフを紹介します。（4人前くらいです） 

 

材料  ベーコンブロック 一塊    一口大に切ります 

    きゃべつ     半分    芯を残して 4つに切ります 

    玉ねぎ      １個    芯を残して 4つに切ります。 

    ジャガイモ    ２個    げんこつ大のものを半分に切ります。 

    人参       １本    一口大に乱切りにします 

手順  厚手の鍋に水カップ６杯、スープキューブ 2個（指定より薄目です）、切った材料

を入れて煮ていきます。煮立ってきたら中火にして３～５分煮ます。火からおろ

して鍋をベビー毛布でしっかりくるみます。３０分たったら包みをほどいてくだ

さい。まだまだアツアツで、ジャガイモはほっこり、大きかったきゃべつはとろ

ーりとなっています。塩味を整えて、パセリやコショーを振ってどうぞ。 

    包んだまま外出しても（夏以外）、帰ったらメイン料理が出来ています。 

 

＊カレーやシチューは下ごしらえに使います。火力を使わずに保温の力で準備できます。 

どなたでも作れますので、ぜひお試しください。 

エコ楽保温クッキング 

 

※１待機児童･･･子育て中の保護者が保育所または学童保育施設に                

入所申請をしているのにもかかわらず、入所できない状態にある児童をいう。 

 


